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■審議事項（耐震補強案）
・現況耐震性能（報告）
・鉄骨補強案耐震性能

■宇土櫓続櫓概要
・続櫓一重櫓、一部二階、総本瓦葺
・面積： 193.97㎡

■これまでの経緯
【平成29年度（2017年度）】
・熊本城宇土櫓続櫓解体保存工事による部材の回収、保管

【平成30年度（2018年度）】
・続櫓下部⽯垣（⻄面）については、積み直しを含めた復旧の検討が必要

【令和元年度（2019年度）】
・続櫓周辺⽯垣について、復旧措置の検討（非解体または解体）
（・宇土櫓五階櫓について、全解体を見据えた修理方針とする旨を報告）
【令和２年度（2020年度）建築・石垣・構造合同WG】
・建造物（櫓）と史跡（⽯垣）で（すり合わせながら）並行した検討が必要
【令和3年（2021年度）5月】
・続櫓下部⽯垣については、『外部補強（はばき⽯垣）+⻄面解体修理』を行う
方針にて検討を進める
外部補強の規模、解体修理範囲については、引き続き検討を行う

令和3年度に宇土櫓続櫓の耐震補強を先行して検討
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